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昨
年
を
上
回
る
１
万
８
８
０
６
人
が
参
加

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
７

　

毎
年
5
月
の
最
終
水
曜
日
に
全
国
的
に
実

施
さ
れ
、
15
分
間
以
上
継
続
し
て
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
を
行
っ
た
住
民
の
参
加
率
を
競
い
合
う

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
7
」（
主
催
：
公

益
財
団
法
人
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
）
が
5
月
31

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
1
市
民
1
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
」
と
「
市
民

の
健
康
寿
命
の
向
上
」
の
実
践
の
た
め
、
当
市

は
今
年
で
連
続
4
回
目
の
参
加
と
な
り
、
12
回

目
の
挑
戦
と
な
る
島
根
県
雲
南
市
と
参
加
率
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
全
区
や
市

内
企
業
、
各
種
団
体
、
学
校
な
ど
広
く
市
民
の

皆
さ
ま
へ
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
山
本
隆

弘
さ
ん
を
招
い
て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
や
中

央
公
民
館
、
ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
、
滋
野
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ス
ポ
ー
ツ
の
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
体
験
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
で
運
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
や

企
業
、
学
校
、
体
育
協
会
加
盟
の
ス
ポ
ー
ツ
団

体
、
個
人
で
の
参
加
も
多
く
、
当
市
の
最
終
参

加
率
は
61
・
5
%
で
昨
年
の
56
・
5
%
を
上

回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
、
対
戦
相
手

の
雲
南
市
は
62
・
2
%
で
、
惜
し
く
も
勝
利

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

▲バレーボール教室のようす

雲
う ん な ん

南市 東御市
報告時刻 参加人数

（人）
参加率
（％）

午後１時 2,510 8.2

午後５時 5,524 18.1

午後10時
（最終結果） 18,806 61.5

登録人口　30,558人

報告時刻 参加人数
（人）

参加率
（％）

午後１時 568 1.4

午後５時 2,749 6.9

午後10時
（最終結果） 24,837 62.2

登録人口　39,934人

VS

▲レッツ15タイムで運動あそび（田中保育園）	

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
第
一
体
育
館
で
は
、
元
全
日

本
代
表
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
山

本
隆
弘
さ
ん
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

教
室
に
は
市
内
外
か
ら
１
０
０
名

を
超
え
る
人
が
参
加
。
基
礎
動
作
の

確
認
や
山
本
さ
ん
の
ア
タ
ッ
ク
を
レ

シ
ー
ブ
す
る
な
ど
の
実
践
的
な
指
導

が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
中
学
生
ら
は
、

山
本
さ
ん
に
普
段
の
練
習
方
法
な
ど

積
極
的
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
山
本
さ
ん
を
含
め
た

会
場
全
員
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
参
加
に
貢
献
し

ま
し
た
。

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

山
本
隆
弘
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
開
催

（2017年 7月）市報とうみ 2



●
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課

　
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
係

　
☎
64

－

５
８
８
５

学校・
保育園でも

地域でも

対
戦
相
手

　

雲
南
市
で
は

職場でも

　市内の学校や保育園
などでは、独自の運動プ
ログラムが組まれ、子ど
もたちは元気いっぱいに
体を動かしました。

　市内各地では、地
域の皆さまがそれぞ
れの体力に合わせて
運動を楽しみました。

　市内の事業所に
も多数ご参加いた
だき、体操やウォー
キング、ごみ拾いな
どが各所で行われま
した。

▲校庭でじゃんけんマラソン（祢津小学校）

▲親子運動あそび（子育て支援センター）

▲市民集まっての「ビーチバレーボール大会」

▲郵便体操（東御郵便局）

▲芝生の上で体操（祢津保育園）

▲アルティスタ東御の選手と交流
（東御中央公園）

▲雲南市チャレンジデー推進キャラクター
「チャレンジマン」による幼稚園での体操教室

▲会社構内をウォーキング（コトヒラ工業㈱）

市報とうみ（2017年 7月）3



　

６
月
17
日
、
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
７
月
・
11
月
の
強
調
月
間
や

社
会
環
境
チ
ェ
ッ
ク
活
動
の
準
備
計
画
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山や

ま

崎ざ
き

康こ
う

一い
ち

会
長
よ
り
、
長
年
に

わ
た
る
青
少
年
健
全
育
成
活
動
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
功
績
を
た
た
え
、
２
名
の
方

に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

７
月
は
青
少
年
の
非
行
・被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
で
す

地
域
で
育
て
よ
う

お
ら
ほ
の
子
ど
も

　

７
月
は
、
青
少
年
の
非
行
防
止
・
児

童
買
春
等
に
よ
る
被
害
防
止
の
全
国
強

調
月
間
で
す
。

　

健
や
か
な
青
少
年
育
成
の
た
め
、
家

庭
、
学
校
、
地
域
が
連
携
を
深
め
、
共

に
活
動
を
行
い
な
が
ら
推
進
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
は

じ
め
、
就
学
前
の
お
子
さ
ん
、
小
中
学

生
の
相
談
に
つ
い
て
も
下
記
の
関
係
機

関
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

県
内
に
お
け
る
児
童
買
春
の
被
害
児
童

数
（
18
歳
以
下
、
下
記
グ
ラ
フ
青
色
）
は

平
成
26
・
27
年
度
が
13
名
と
一
番
多
く
、

昨
年
は
11
名
と
減
少
し
た
も
の
の
増
加
傾

向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
被
害
児
童
数

（
下
記
グ
ラ
フ
赤
色
）
は
毎
年
右
肩
上
が

り
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
28
年
度
に
被
害

に
あ
っ
た
21
名
の
7
割
に
当
た
る
15
名
が

自
撮
り（
自
分
自
身
で
裸
写
真
等
を
撮
影
）

画
像
を
も
と
に
被
害
に
あ
っ
て
お
り
、
安

易
な
行
動
が
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
見
て
も
児
童
買
春
の

被
害
児
童
数
は
６
０
０
名
弱
と
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
等
に
関
す
る
相
談
窓
口
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
お
子
さ
ん
や
ご
家
族
の
健
康
・
育
児
に

関
す
る
こ
と

　

◦
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
保
健
課

　
　

保
健
係　

☎
64‒

８
８
８
２

●
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
子
育
て
相
談

　

お
子
さ
ん
、
お
父
さ
ん･

お
母
さ
ん
が

自
由
に
来
館
し
、
ふ
れ
あ
い
交
流
の
場
が

持
て
ま
す
。

　

◦
東
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
く

す
く
ひ
ろ
ば
」　

☎
64‒

５
８
１
４

　

◦
北
御
牧
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
み

ま
き
未
来
館
」　

☎
67‒

３
６
７
６

　

◦
す
く
す
く
ポ
ケ
ッ
ト

　
　

http://tom
i-sukusuku.jp

●
小
中
学
生
は
…

　

◦
と
う
み
し  

で
ん
わ  

そ
う
だ
ん

　

☎
64‒

２
３
０
０

　

様
々
な
悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
が
あ
っ

た
ら
、
ま
ず
は
担
任
の
先
生
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
各
学
校
に
は
「
心
の
教
室
相
談

員
や
養
護
教
員
」
が
い
る
の
で
相
談
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
「
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に

相
談
窓
口
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

児
童
ポ
ル
ノ
被
害
が
増
加

相
談
窓
口

　

全
国
に
お
け
る
児
童
ポ
ル
ノ
の
被
害

児
童
数
は
県
と
同
様
に
毎
年
増
加
傾
向

に
あ
り
、
28
年
度
は
前
年
度
45
％
増
の

１
３
１
３
人
と
過
去
最
多
の
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
中
で
も
自
撮
り
画
像
に
よ
る

被
害
が
４
８
０
名
と
、
37
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
普

及
で
、い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
写
真
を
撮
っ

た
り
、
や
り
と
り
で
き
る
現
在
、
便
利
に

な
っ
た
一
方
で
、
使
い
方
を
間
違
え
る
と

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
課
　
青
少
年
教
育
係
　
☎
64

－

５
９
０
６

東
御
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

受
賞
者

渡わ
た

邉な
べ　

憲け
ん

一い
ち　

様

（
北
御
牧
・
前
青
少
年
補
導
委
員
、
写
真
右
）

渡わ
た

邉な
べ　

正ま
さ
　
き喜　

様

（
北
御
牧
・
前
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
長
、
写
真
左
）

児童買春・ポルノ被害者数
（全国）

1,400
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1,000

800

600

400
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0
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471 513 462
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466
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518

905
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1313
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児童買春・ポルノ被害者数
（長野県）

25

20

15

10

5

0
H24

6 7 7
10

13 12 13
16

11

21

H25 H26 H27 H28
児童買春 児童ポルノ
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こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
次
代
を
担
う
小
学

生
、
中
学
生
の
皆
さ
ま
に
日
常
の
家
庭
生

活
、
学
校
生
活
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を

基
に
、
犯
罪
・
非
行
の
な
い
地
域
づ
く
り

や
犯
罪
・
非
行
な
ど
に
関
し
て
感
じ
た
こ

と
を
作
文
に
書
く
こ
と
を
通
じ
て
、
本
運

動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
市
内
の
小
中
学
校

に
在
学
す
る
児
童
お
よ
び
生
徒
の
皆
さ
ま

に
も
応
募
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

第
66
回
（
平
成
28
年
度
）
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
、
県
下
の
小
中
学
校
か
ら

１
３
０
０
０
点
の
応
募
が
あ
り
、
小
学
校

の
部
で
祢
津
小
学
校
の
川
上
野
々
花
さ
ん

の｢

大
切
な
た
か
ら
物｣

が
入
選
し
ま
し
た
。

　〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟
は

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
の
立
ち
直
り
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
、
今
年
で
67
回
目
を
迎
え
ま
す
。

立
ち
直
り
を
支
え
る
家
庭
や
地
域
を

つ
く
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
部
の

人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
全
て

の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
関

わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟
で

は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
を
つ

く
る
た
め
に
、一
人
ひ
と
り
が
考
え
、

参
加
す

る
き
っ

か
け
を

つ
く
る

こ
と
を

目
指
し

て
い
ま

す
。 社

会
を
明
る
く

す
る
運
動
と
は
？

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

７
月
は〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟の
強
調
月
間
お
よ
び
再
犯
防
止
啓
発
月
間
で
す

◆｢

保
護
司｣

と
は
…

　

地
域
で
更
生
保
護
の
活
動
を
担
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

て
い
ま
す
。

保
護
司
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
か
ら
の
相

談
に
乗
っ
た
り
、
助
言
を
行
う
ほ
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人

の
立
ち
直
り
や
犯
罪
予
防
の
た
め
の
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆｢

更
生
保
護｣

と
は
…

　

罪
を
犯
し
た
人
も
、
裁
判
を
終
え
、
処

分
を
受
け
れ
ば
、
い
ず
れ
社
会
に
戻
っ
て

き
ま
す
。

　

更
生
保
護
は
、
罪
を
償
い
、
再
出
発
し

よ
う
と
す
る
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
導
き
、

助
け
、
再
び
犯
罪
や
非
行
に
陥
る
の
を
防

ぐ
仕
組
み
で
す
。

①
保
護
観
察
に
な
っ
た
人
へ
の
助
言
や
指

導
②
刑
務
所
や
少
年
院
な
ど
に
い
る
人
が
、

出
所
後
に
ス
ム
ー
ズ
に
社
会
復
帰
が
果

た
せ
る
よ
う
、
住
居
や
就
業
先
な
ど
の

帰
住
環
境
の
調
整
や
相
談

③
犯
罪
や
非
行
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

地
域
で
の
犯
罪
予
防
の
啓
発
活
動

◆
東
御
市
保
護
司
会

　

東
御
市
保
護
司
会
は
、
市
内
在
住
の

保
護
司
15
名(

定
員
18
名)
で
組
織
さ
れ
、

社
会
福
祉
の
精
神
を
も
っ
て
犯
罪
を
し
た

保
護
司
の
活
動
内
容

東
御
市
の
保
護
司
さ
ん

人
の
改
善
お
よ
び
更
生
を
助
け
る
と
と
も

に
、
犯
罪
や
非
行
防
止
の
た
め
、
小
中
学

校
と
の
連
携
活
動
や
、
毎
年
、
関
係
団
体

の
協
力
の
も
と｢

社
会
を
明
る
く
す
る
運

動｣

を
実
施
し
、
街
頭
で
の
啓
発
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
東
御
市
更
生
保
護
女
性
会

　

女
性
の
立
場
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
犯

罪
予
防
の
活
動
や
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
の
た
め
の
子
育
て
支
援
活
動
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
。
市
内
在
住
の
女
性

89
名
で

構
成
さ

れ
て
い

ま
す
。

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

長
野
県
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

●
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
課
　
福
祉
推
進
係
　
☎
64

－
８
８
８
８

“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”の

取
り
組
み

▲内閣総理大臣メッセージ伝達
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　
　
　

関
す
る
お
知
ら
せ

　

現
在
使
用
中
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）」
の
有
効
期

限
は
、
平
成
29
年
7
月
31
日
ま
で
で
す
。
平
成
29
年
7
月
末
ま
で
に
新
し
い
保

険
証
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
8
月
1
日
以
降
は
新
し
い
保
険
証
を
お
使
い
く

だ
さ
い
。

　

現
在
使
用
中
の
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
有
効
期
限
は
、

平
成
29
年
7
月
31
日
ま
で
で
す
。
引
き
続

き
交
付
対
象
と
な
る
方
に
は
、
平
成
29
年

8
月
1
日
ま
で
に
新
し
い
減
額
認
定
証
を

お
送
り
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
減
額
認
定
申
請
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

減
額
認
定
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

新 橙 色 交付年月日：平成29年 8月1日

旧 桃 色 有効期限：平成29年 7月31日

❶	「
区
分
Ⅱ
」
に
該
当
す
る
方
の
う

ち
、
平
成
29
年
8
月
以
降
の
申
請

月
以
前
12
カ
月
以
内
の
入
院
日

数
が
91
日
以
上
と
な
る
方
で
、
長

期
入
院
該
当
認
定
を
受
け
よ
う

と
す
る
方

❷	

今
ま
で
に
減
額
認
定
証
の
交
付
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
方
で
、
は
じ

め
て
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け

よ
う
と
す
る
方

※
申
請
さ
れ
る
際
は
、
身
分
を
証
明
す
る

も
の
、
保
険
証
、
印
鑑
、
通
知
カ
ー
ド

ま
た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。（
長
期
入
院
該
当
認
定
に
つ

い
て
は
、
入
院
が
91
日
以
上
と
な
る
こ

と
を
証
明
で
き
る
医
療
機
関
の
証
明
書

ま
た
は
領
収
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
（
区
分
Ⅰ
・

Ⅱ
）
の
方
は
、
減
額
認
定
証
を
医
療

機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で

支
払
う
自
己
負
担
限
度
額
お
よ
び
入

院
時
の
食
事
代
・
居
住
費
が
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
世
帯
内
に
平
成
28
年
分
所

得
等
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
方
が

い
る
と
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
該

当
し
ま
せ
ん
。

区
分
Ⅰ
：	

同
一
世
帯
の
全
員
が
、市

民
税
非
課
税
で
、そ
れ
ぞ

れ
の
各
収
入
等
か
ら
必
要

経
費
・
控
除（
年
金
の
所
得

は
控
除
額
を
80
万
円
と
し

て
計
算
）を
差
し
引
い
た

と
き
に
0
円
と
な
る
方

区
分
Ⅱ
：	

同
一
世
帯
の
全
員
が
、市

民
税
非
課
税
で
あ
る
方

（
区
分
Ⅰ
以
外
）

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　
減
額
認
定
証

（
減
額
認
定
証
）と
は

●
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課
　
国
保
年
金
係

　
☎
75

－

８
８
１
０

　
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
２
６

－

２
２
９

－

５
３
２
０
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今
年
度
、
東
御
市
保
健
補
導
員
の
会
長

と
な
り
ま
し
た
山
邉
で
す
。
１
年
間
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
５
月

24
日
に
開
催
さ
れ
た
「
健
康
づ
く
り
講
演

会
」
に
、
当
会
の
第
１
回
全
体
研
修
会
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を

お
伝
え
し
ま
す
。

　

講
師
は
佐
久
総
合
病
院
の
色い

ろ

平ひ
ら

哲て
つ

郎ろ
う

先

生
で
、「
予
防
は
治
療
に
勝
る
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
し
た
。「
自
覚
症
状
が
出
る
前

に
、
体
の
中
で
は
変
化
が
起
き
て
い
る
」

と
い
う
先
生
の
お
話
か
ら
、
あ
ら
た
め
て

健
診
で
早
期
発
見
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
は
「
メ
デ
ィ

ア
の
情
報
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
危
険

で
あ
る
」
と
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
情

報
が
あ
ふ
れ
る
今
日
、
特
に
テ
レ
ビ
で
は

様
々
な
健
康
番
組
が
放
送
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
大
衆
向
け
の
情
報
が
個
人
に
必
ず
し

も
当
て
は
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
注
意

し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

先
生
は
病
院
で
の
診
療
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
へ
出
向
い
て
い
く
在
宅
診
療
に
も
力

を
注
い
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
患
者
さ

ん
の
生
活
の
場
で
あ
る
自
宅
へ
往
診
す
る

こ
と
に
よ
り
、
病
気
の
原
因
や
予
防
の
手

立
て
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
…
こ
れ
は
私

た
ち
保
健
補
導
員
の
活
動
に
似
て
い
る
な

あ
と
感
じ
ま
し
た
。
保
健
補
導
員
も
、
健

診
受
診
券
配
布
等
で
各
世
帯
へ
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
お
顔
を
見
な

が
ら
お
話
し
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
健

診
を
受
け
た
こ
と
が
な
か
っ
た
方
が
受
け

て
く
だ
さ
っ
た
り
、
高
齢
の
方
が
「
今
年

も
来
て
く
れ
た
ん
だ
ね
」
と
声
を
か
け
て

く
だ
さ
っ
た
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
感

じ
う
れ
し
く
思
う
こ
と
も
多
い
で
す
。

　

保
健
補
導
員
活
動
の
中
で
、
正
し
い
情

報
を
学
習
し
、
地
域
に
伝
え
て
い
く
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
今
後
も
自

分
の
こ
と
も
含
め
、
研
修
会
等
の
機
会
を

活
か
し
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

保
健
補
導
員
会
だ
よ
り会長

　
山や
ま

邉べ

　
か
ほ
る

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
、
夏
の
強
い
日
差
し
を
遮

り
植
物
を
通
る
風
が
冷
や
さ
れ
る
こ
と
で
、
室
内
の

温
度
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
抑
え
ら
れ
る
た
め
、
省
エ

ネ
や
節
電
に
も
効
果
的
で
す
。
市
で
は
、
節
電
や
緑

化
を
進
め
る
た
め
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
設
置
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
で
も
本
館
西
側
に
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を

設
置
し
ま
し
た
。
小
さ
な
苗
は
気
温
の
上
昇
と
と
も

に
グ
ン
グ
ン
成
長
を
続
け
、
夏
本
番
を
迎
え
る
頃
に

は
、
強
い
日
差
し
を
遮
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ま
も
環
境
と
お
財
布
に
や
さ
し
い
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

●
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課
　
環
境
対
策
係

　
☎
64

－

５
８
９
６

●
問
い
合
わ
せ
先

　
議
会
事
務
局

　
☎
64

－

５
８
１
０

　

市
議
会
第
２
回
定
例
会
が
６
月
２
日
開
会
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
初
日
に
は
、
前
年
度
予
算
繰
越
報
告
の
ほ

か
、
一
般
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、
条
例
改
正
の
専

決
処
分
に
関
す
る
議
案
７
件
を
は
じ
め
、
一
般
会
計

補
正
予
算
1
件
、
条
例
改
正
の
議
案
３
件
の
計
11
議

案
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

14
日
と
15
日
に
は
、
13
名
の
議
員
か
ら
市
政
運
営
等

に
つ
い
て
の
個
人
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。
16
日
に
は
総

括
質
疑
・
委
員
会
付
託
が
さ
れ
、
19
日
に
各
常
任
委
員

会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
の
審
議
結
果
等
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
８
月
発
行
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」
に
掲

載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
議
会
第
2
回
定
例
会

11
議
案
を
提
案

市報とうみ（2017年 7月）7



た
。
す
る
と
、「
ス
ト
レ
ス
を
た
く
さ
ん

経
験
し
た
」
と
答
え
た
人
の
死
亡
率
が

43
％
も
高
い
こ
と
が
わ
か
り
、
ス
ト
レ
ス

は
身
体
に
悪
い
も
の
だ
と
結
論
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
現
象
は
「
ス
ト

レ
ス
が
身
体
に
良
く
な
い
も
の
」
だ
と

思
っ
て
い
る
人
だ
け
に
適
応
さ
れ
た
結
果

で
し
た
。
実
は
、
多
く
の
ス
ト
レ
ス
を
経

験
し
た
が
、「
ス
ト
レ
ス
は
身
体
に
悪
い

も
の
で
は
な
い
」
と
思
っ
て
い
た
人
た
ち

の
死
亡
結
果
に
は
関
連
が
少
な
く
、
む
し

ろ
、「
ほ
と
ん
ど
ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
い

な
い
」
と
答
え
た
人
た
ち
と
と
も
に
死
亡

率
が
最
も
低
か
っ
た
の
で
す
。
本
研
究
で

は
、
多
く
の
人
が
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
亡

く
な
る
よ
り
も
、
実
は
、「
ス
ト
レ
ス
が

身
体
に
悪
い
と
思
う
信
念
」
に
よ
っ
て
亡

く
な
っ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い

ま
す
（kefar et al. 2012 university 

of w
isconsin school of m

edicine and 
public health

）。

　

こ
の
よ
う
な
質
問
に
ス
ト
レ
ス
科
学
で

は
、
そ
う
で
す
！
と
答
え
て
い
ま
す
。
人

●問い合わせ先　☎61-6148
　

皆
さ
ま
は
、
ス
ト
レ
ス
に
対
し
て
ど
ん

な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。
一
般

的
に
、
ス
ト
レ
ス
は
身
体
に
悪
い
も
の
と

し
て
理
解
し
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
確
か
に
風
邪
や
心
血
管
疾
患

な
ど
の
様
々
な
病
気
の
原
因
に
ス
ト
レ
ス

の
存
在
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
否
定

的
な
見
方
は
仕
方
の
な
い
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
最
近
の
ス
ト
レ
ス
科
学
に
お

い
て
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
研
究
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
記
事
を
読
み
終
わ
っ
た

頃
は
、
日
常
生
活
で
受
け
る
ス
ト
レ
ス
と

の
向
き
合
い
方
に
少
し
変
化
が
起
き
る
こ

と
を
、
こ
っ
そ
り
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の
ス

ト
レ
ス
研
究
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
研
究
は
、
ア
メ
リ
カ
に
住
む
成

人
8
万
人
を
対
象
に
行
わ
れ
た
研
究
で

す
。
参
加
者
に
対
し
、「
あ
な
た
は
、
ス

ト
レ
ス
が
良
く
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す

か
？
」
と
い
う
質
問
を
し
た
後
、
8
年

間
、
参
加
者
の
死
亡
記
録
を
追
跡
し
て
ス

ト
レ
ス
と
死
亡
率
の
関
係
を
調
べ
ま
し

 
ス
ト
レ
ス
と
向
き
合
う

姿
勢
と
身
体
の
変
化

�

公
益
財
団
法
人
　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
　
研
究
部
長
　
朴ぱ

く

　
相さ

ん
じ
ゅ
ん俊

ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
思
考
を

変
え
る
と
、人
は
健
康
に
な
れ
る
？

は
、
ス
ト
レ
ス
場
面
に
な
る
と
、
体
温
が

上
が
り
、
呼
吸
も
乱
れ
、
心
臓
の
動
き
も

早
く
な
り
ま
す
。
少
し
見
方
を
変
え
て
み

る
と
、
こ
の
よ
う
な
信
号
は
「
活
性
化
さ

れ
た
体
が
難
し
い
課
題
へ
立
ち
向
か
う
た

め
の
準
備
す
る
サ
イ
ン
」
と
し
て
理
解
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
次
に
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
の
研
究
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
研
究
は
、
実
験
参
加
者
に
あ
る
社

会
的
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
を
与
え
、
ス
ト
レ

ス
状
態
で
の
血
管
の
反
応
を
観
察
す
る
研

究
で
す
。
ま
ず
、
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
前

に
参
加
者
に
は
「
ス
ト
レ
ス
は
身
体
に
有

益
な
も
の
」、「
ス
ト
レ
ス
時
の
身
体
の
変

化
―
心
臓
の
動
き
や
呼
吸
の
乱
れ
な
ど
―

は
、
ス
ト
レ
ス
を
克
服
す
る
た
め
に
体
を

準
備
す
る
大
切
な
作
業
」
で
あ
る
と
教
育

し
ま
す
。
そ
の
後
、
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
を

実
施
し
ま
す
が
、
こ
の
教
育
を
受
け
た
参

加
者
の
血
管
の
様
子
は
、
ス
ト
レ
ス
場
面

に
お
い
て
と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態

で
あ
る
こ
と
が
観
察
で
き
ま
し
た
。
こ
の

血
管
の
様
子
は
、
人
が
楽
し
さ
を
感
じ
た

り
、
勇
気
を
出
し
た
り
す
る
時
に
見
ら
れ

る
血
管
の
状
態
と
と
て
も
似
て
い
る
こ
と

だ
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
で

は
、
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
見
方
の
変
化
が

身
体
に
与
え
る
影
響
を
報
告
し
て
い
て
、

今
後
の
ス
ト
レ
ス
研
究
に
大
き
な
可
能

性
を
広
げ
て
い
ま
す
（Jam

ieson, N
ock 

&
 M

endes 2012H
arvard U

niversity 
D

epartm
ent of Psychology

）。

　

ス
ト
レ
ス
が
多
い
社
会
の
中
で
、
50
歳

で
心
疾
患
な
ど
に
よ
っ
て
亡
く
な
る
の
か
、

90
歳
ま
で
に
健
康
に
生
き
る
の
か
の
違
い
、

ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
心
の
姿
勢
に
ヒ
ン
ト

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ス
ト
レ
ス
科

学
の
発
見
は
、
私
た
ち
に
ス
ト
レ
ス
を
失

く
す
方
法
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
い
な
が
ら
、

対
処
す
る
こ
と
が
重
要
、
そ
し
て
、
ス
ト

レ
ス
反
応
は
大
変
な
状
況
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
身
体
が
一
所
懸
命
に
頑
張
っ
て
い

る
状
態
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　
「
心
が
健
康
な
状
態
と
い
う
の
は
、
ス

ト
レ
ス
が
な
い
状
態
で
は
な
く
、
自
分
に

あ
る
ス
ト
レ
ス
と
上
手
く
付
き
合
え
る
状

態
」
と
言
っ
て
ア
ン
ナ
・
フ
ロ
イ
ト
さ
ん

（
精
神
分
析
家
）
の
言
葉
と
一
致
し
て
い

た
ス
ト
レ
ス
科
学
の
話
で
し
た
。

ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
う
に
は

ス
ト
レ
ス
は
身
体
に
悪
い
も
の
？

（2017年 7月）市報とうみ 8



　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名
（ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント50字程度
を添えて、企画財政課広報担当までお送りください。
締め切りは、7月10日（月）必着。※原則、毎月8日が
締め切りとなります。

（対象者 8月生まれの １
●

 歳）☆募集します！！☆

1歳の誕生日おめでとう！
（7月生まれ）とうみっ子!!す す 育

く く て

田
た

中
なか

　陽
ひ

美
み

也
や

くん（大川）
（H28.7.28生）

射
い

手
て

　美
み

怜
れい

ちゃん（田中）
（H28.7.4生）

塚
つか

田
だ

　琥
こ

博
はく

くん（大川）
（H28.7.29生）

陽美也くん、1さいのお誕生日おめ
でとう。
元気いっぱいで、すくすく育ってね。

みーちゃん、1歳のお誕生日おめで
とう！
これからもたくさん笑って、元気に
育ってネ♥

こはくん、1歳のお誕生日おめでと
う★
いっぱい泣いて、いっぱい笑って元
気に大きく育ってね。
パパ・ママ・お姉ちゃん、みんな大
好きだよ

　₆月11日、東御中央公園グラウンドで第14回東御市消
防ポンプ操法及びラッパ吹奏大会が行われました。
　地域の安全・安心を守るため、連日の厳しい訓練を積み
重ねて出場した各部や分団は、規律のとれた動きを披露し、
日頃の訓練の成果を存分に発揮して頼もしい姿を見せてい
ました。大会の結果は次のとおりです。

自らの地域を守るために
第14回東御市消防ポンプ操法及びラッパ吹奏大会開催

▲規律とスピードが求められるポンプ操法

▲揃った吹奏技術を披露するラッパ吹奏団体

【小型ポンプ操法の部】　（18チーム出場）
優　勝　田沢部	 ３　位　第１分団 A
準優勝　下八部	 ４　位　金井部

【ラッパ吹奏団体の部】
　　　　　 　 　（6 チーム出場）
優　勝　第４分団
準優勝　第１分団

【ラッパ吹奏個人の部】
　　　　 　（15 名出場・敬称略）

優　勝　尾
お

山
やま

　昌
まさ

臣
おみ

（上八部）

準優勝　土
つち

屋
や

　　忍
しのぶ

（北部部）

３　位　白
しら

倉
くら

　寛
ひろ

晃
あき

（上八部）

４　位　小
こばやし

林　美
み

樹
き

（常田部）

分団名 担当区域

第₁分団 田 中 地 区

第₂分団 滋 野 地 区

第₃分団 祢 津 地 区

第₄分団 和 地 区

第₅分団 北御牧東部地区

第₆分団 北御牧西部地区

市報とうみ（2017年 7月）9



地
域

おこ
し協力隊が行

く！

Vol.02

July 2017

カメラ女子with巨ん太くん

3年目 佐藤 照友旭です

色々なテーマや市内在住のゲストをお呼びして地域情
報を発信。番組が再構成され、違った視点で情報発
信ができたと感じています。

② 3 月中旬に都内の大学生と保育園児、小学生との交
流事業を計画し実施（下写真）。市報4月号の表紙のように、からだを使っ
た教育現場への介入も新しい試みの一つでした。今後も継続的に計画し
ていきたいと考えています。

③湯の丸にランニングロードの施設整備が始まりました。標高差を活かし
た町づくりには欠かせない観光ツールに期待しています。

　取材して、翌日の facebook にアップする「自転車操業」が、せっかち
な大阪人気質にぴったり。なので、仕事はもっぱら東御市 facebook 作成。
　初めは、スマホで撮影していたけれど、起動が遅くシャッターチャンスを
逃すことが多く、デジカメを購入。しかし、チャレンジデー取材で子どもの
動きにシャッター速度がついていけず、フラストレーション MAX。で、一
眼レフに。なんでもかんでもオートフォーカスで撮影しているわりに、見苦
しくない写真が掲載できていると思いますが、いかがでしょう。
　取材のお供は、巨ん太くん（巨峰の王国祭りのキャラクター）。
　標高 1700 ｍで霧に巻かれたり、子どもたちにもみくちゃにされたり、
田植えの泥を飛ばされたりかわいそうな思いをさせましたが、ワイン王子
や、人気シェフ、美人車掌さん等 と々のツーショットというラッキーな経験
も。今や満身創痍の巨ん太くん。近日中に、雨にも負けないラミネート加
工の巨ん太くんにバトンタッチする予定です。（カメラ女子ならぬカメラおば
ちゃん、山本佳子）

みんなどうしてる？
　菊地夏代隊員の活動拠点は、田中
駅前「観光情報ステーション」。「お
さんぽとうみ」夏号の発刊に向けて、

取材＆編集中。「と
うみ市」の夏バー
ジョンも計画中です。
雷電まつりに向け、

「Tomi to me」 が
流れたら自然に体が
動きだすように、猛
レッスンする！と熱
く語っています。

　森健太郎隊員と有賀慎吾隊員は、
天空の芸術祭事務局で活動中。6 月
上旬に実行委員会と、地域住民、東
京芸術大学、東京工業大学デザイ
ンチームがミー
ティングを実施。
今年の芸術祭コ
ンセプトは「生
活は芸術だ」に
決まりました。

　谷貴人隊員は、身体教育医学研究
所で健康づくり支援を担当。隊員の
中で最年少の 24 歳。親しみやすい
お兄ちゃんキャラは、奈良原「四季
の森」の「里山探検」で全開～！

「子どもも 100％で遊ぶし、ボクも
100％で遊んでる」と話します。「里

山探検」の対象
は、１歳～小学
校高学年。問い
合わせは、里山
探検事業事務局
☎ 61-6148 へ。

　最近の活動を３つ紹介します。
①１月から毎週火曜日午後４時か

ら FM とうみ「１０３協力隊活
動中」の番組を協力隊で分担。
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和
地
域
づ
く
り
の
会
の
最
初
の
事
業
と

し
て
、
地
域
振
興
部
会
主
催
の
「
湯
楽
里

ロ
ー
ド
花
壇
整
備
」
を
行
い
ま
し
た
。
５

月
８
日
朝
６
時
か
ら
、
地
域
振
興
部
会
の

メ
ン
バ
ー
18
名
で
湯
楽
里
館
南
側
の
道
沿

い
約
80
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
マ
ル
チ
を

敷
き
ま
し
た
。
５
月
19
日
朝
６
時
か
ら
は
、

和
地
域
づ
く
り
の
会
の
委
員
45
名
で
花
の

苗
を
約
千
本
植
え
付
け
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
８
月
ま
で
、
当
番
表
に
基
づ
い
て
交
代

で
、
除
草
・
水
く
れ
の
作
業
を
行
い
ま
す
。

昨
年
ま
で
和
地
区
活
性
化
研
究
委
員
会
が

取
り
組
ん
で
い
た
事
業
を
、
和
地
域
づ
く

り
の
会
が
継
承
し
ま
し
た
。

　

４
月
８
日

に
開
催
し
た

田
中
地
区
地

域
づ
く
り
の

会
総
会
で
松

本
短
期
大
学

部
講
師
の
福

島
明
美
さ
ん

の
講
演
会
内

容
を
紹
介
し

ま
す
。
地
域
づ
く
り
は
「
知
る
こ
と
」
で

は
な
く
「
実
践
す
る
こ
と
」
に
意
義
が
あ

り
「
地
域
作
り
は
幸
せ
作
り
」
に
つ
な
が

る
。
今
日
の
地
域
社
会
は
「
サ
ン
マ
」
が

足
り
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ン
マ

と
は
「
三
間
で
〝
仲
間
〟〝
時
間
〟〝
空
間
〟」

で
、
自
分
の
周
り
に
信
頼
で
き
る
仲
間
と

言
え
る
人
が
い
る
か
。
本
当
に
居
心
地
の

よ
い
空
間
な
の
か
。
人
と
の
関
わ
り
が
希

薄
に
な
る
と
、
そ
こ
に
孤
独
感
が
生
ま
れ
、

孤
立
は
問
題
を
潜
在
化
さ
せ
る
。
み
ん
な

が
手
を
取
り
合
っ
て
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
と
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

幼
心
に
ひ
び
く
「
百
羽
の
ツ
ル
」

よ

　だ

し
ゅ
う
こ

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

依
田

　修
子

（151）

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、『
ひ
ゃ
っ
ぱ
の
ツ

ル
』
っ
て
い
う
お
は
な
し
し
っ
て
る
？
え

ほ
ん
か
り
て
き
て
」

　

知
人
の
三
歳
に
な
る
お
孫
さ
ん
が
、
あ

る
日
、
幼
稚
園
か
ら
帰
っ
て
来
る
や
否
や

そ
う
問
い
か
け
た
そ
う
で
す
。
お
孫
さ
ん

に
よ
く
聞
い
て
み
る
と
、
ど
う
や
ら
そ
の

日
、
園
長
先
生
が
人
権
教
育
と
し
て
『
百

羽
の
ツ
ル
』（
花
岡
大
学 

作
）
と
い
う
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ

う
な
の
で
す
。
そ
こ
で
、
知
人
は
早
速
図

書
館
に
行
っ
て
読
み
、
そ
れ
は
次
の
よ
う

な
内
容
で
し
た
。

　

月
の
光
で
こ
う
こ
う
と
明
る
い
、
夜
ふ

け
の
広
い
空
。
北
の
方
か
ら
、
真
っ
白
な

羽
を
ひ
わ
ひ
わ
と
鳴
ら
し
な
が
ら
、
百
羽

の
ツ
ル
が
と
ん
で
き
ま
し
た
。
み
ん
な
つ

か
れ
た
羽
に
力
を
込
め
て
、
ち
ょ
っ
と
で

も
早
く
湖
に
着
き
た
い
の
で
し
た
。
そ
の

時
、
一
番
後
ろ
を
飛
ん
で
い
た
病
気
の
小

さ
な
子
ど
も
の
ツ
ル
が
下
へ
下
へ
と
落
ち

始
め
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
つ
け
た
近
く

の
一
羽
が
す
る
ど
く
鳴
き
ま
し
た
。
す

る
と
前
を
飛
ん
で
い
た
九
九
羽
の
ツ
ル

が
、
い
っ
せ
い
に
さ
っ
と
下
へ
下
へ
と
病

気
の
子
ど
も
の
ツ
ル
よ
り
も
早
く
、
銀
色

の
矢
の
よ
う
に
落
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
落

ち
て
い
く
子
ど
も
の
ツ
ル
を
追
い
抜
く
と
、

九
九
羽
の
ツ
ル
は
羽
を
組
ん
で
一
枚
の
白

い
あ
み
と
な
っ
た
の
で
し
た
。
あ
み
の
上

に
み
ご
と
に
子
ど
も
の
ツ
ル
を
受
け
止
め

る
と
、
そ
の
ま
ま
空
へ
舞
い
あ
が
り
ま
し

た
。
気
を
失
っ
た
子
ど
も
の
ツ
ル
を
長
い

足
で
か
か
え
た
先
頭
の
ツ
ル
は
、
何
事
も

な
か
っ
た
よ
う
に
み
ん
な
に
言
い
ま
し
た
。

「
さ
あ
、
元
の
よ
う
に
並
ん
で
飛
ん
で
行

こ
う
。
も
う
す
ぐ
だ
。
が
ん
ば
れ
よ
」。

　

知
人
は
、
園
児
た
ち
の
心
に
響
く
よ
う

に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
の

教
育
に
感
動
を
し
、
私
に
話
し
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
し
た
。
こ
の
な
ん
と
い
う
思

い
や
り
、
や
さ
し
さ
、
強
さ
。
長
く
苦
し

い
飛
来
の
な
か
で
、
力
尽
き
て
飛
べ
な
く

な
っ
た
子
ど
も
の
ツ
ル
に
対
し
て
、
か
け

が
え
の
な
い
仲
間
の
た
め
に
、
心
を
一
つ

に
し
て
支
え
る
ツ
ル
の
群
れ
の
姿
を
描
い

た
作
品
で
す
。
こ
の
園
で
は
、
こ
う
し
た

読
み
聞
か
せ
等
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
幼

い
心
を
豊
か
に
醸
成
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
た
っ
た
三
歳
の

幼
児
の
心
を
も
揺
り
動
か
し
て
い
る
の
で

す
。
小
さ
い
頃
か
ら
こ
の
よ
う
な
体
験
を

積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
心
の
中
で
、
自
然
な
形
で
人
権
感
覚
が

培
わ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
も
も
の
ご
と
に
感
動
し
、
そ
の
こ
と
を

基
に
行
動
に
移
し
て
い
け
る
人
間
で
あ
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

和
地
域
づ
く
り
の
会

小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り
通
信

●
問
い
合
わ
せ
先

　
和
地
域
づ
く
り
の
会

　
☎
62

－

０
２
０
１

湯
楽
里
館
南
側
道
沿
い
に

花
壇
を
整
備
し
ま
し
た

講
演
会『
未
来
を
拓
く 
地
域
づ
く
り
』

●
問
い
合
わ
せ
先

　
田
中
地
区
地
域
づ
く
り
の
会

　
☎
71

－

６
７
９
０

田
中
地
区
地
域
づ
く
り
の
会
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〈広告欄〉

まるごと生活百科

●問い合わせ先　小諸年金事務所　☎0267－22－1080
　　　　　　　　市民課　国保年金係　☎75－8810

国 民 年 金 アドバイス
将来の年金受取額を増やすために

おすすめします「追納」 　土地・家屋の所有者である私の父が今年6月に亡く
なったのですが、何か手続きが必要ですか？

　土地・家屋の所有者が亡くなられた場合、法務局（東
御市の管轄は長野地方法務局上田支局）で相続登記の

手続きをしてください。今年中に相続登記が完了すれば、翌
年度から新しく登記名義人となった方に課税となります。
　また、今年中に登記が完了しない場合には、法定相続人の
方全員が連帯して納税義務を負うことになります。亡くなら
れた方に代わって固定資産税を納付する代表者について、税
務課に「相続人代表者指定届出書」を提出してください。
　なお、今年中に登記が完了していない方には、この届出書
を送付しますのでご提出ください。

　私には父と共有名義の土地があります。私の持分は
2分の1なので、毎年送られてくる納税通知書を2分の

1の税額に分割して、送ってもらうことはできますか？

　共有物の各共有者は、地方税法第10条の2により連
帯して納付する義務を負うため、納税通知書を分割す

ることはできません。

土地・家屋の所有者が亡くなったら…

持分割合に応じた
固定資産税の分割は…

7月の納税 （納期限 7月31日）

・固定資産税・都市計画税（2期）
・国民健康保険税（普通徴収）（2期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収）（1期）
・介護保険料（普通徴収）（1期）

●問い合わせ先
　税務課　資産税係　☎64－ 5877

ワンポイントアドバイス税
Q1

Q2

A1

A2

　国民年金保険料の免除や猶予、学生納付特例の承認を受け
納付しないままの期間があると、保険料を全額納付したとき
より将来受給する年金額が低額になります。受給する年金額
を減らさないためにも、保険料を後から納付する「追納」を
お勧めします。

⃝追納ができるのは追納が承認された月の前10年以内の免
除等期間に限られています。（例えば、平成29年7月末には、
平成19年7月分まで可能）
⃝保険料の免除または猶予を受けた期間の翌年度から起算し
て、3年度目以降に保険料を納付する場合には、承認を受
けた当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せさ
れますので、お早めの追納をお勧めします。
⃝老齢基礎年金を受け取っている方は追納できません。
⃝全額免除や納付猶予、学生納付特例を承認された方が、平
成29年度中に追納する場合の追納額（月額）は、表のと
おりです。

追 納 に 関 す る 注 意 事 項

※一部納付（一部免除）の方の追納額は日本年金機構のホーム
ページをご参照ください。

保険料年度 追納額
（月額）

平成19年度の月分 15,040円

平成20年度の月分 15,160円

平成21年度の月分 15,250円

平成22年度の月分 15,510円

平成23年度の月分 15,290円

保険料年度 追納額
（月額）

平成24年度の月分 15,140円

平成25年度の月分 15,120円

平成26年度の月分 15,270円

平成27年度の月分 15,590円

平成28年度の月分 16,260円

（2017年 7月）市報とうみ 12



〈広告欄〉

おいしいヘルシークッキング 125

ヨーグルトゼリーオレンジソース
（1人分：エネルギー148kcal・塩分0.1g）

る。ゼラチンは分量の水に
入れてふやかしておく。
❷牛乳に砂糖を加えて火に
かけ、温まったら①のゼラ
チンを加え、溶けたら火を
止め粗熱をとる。
❸②が冷めたら、①のヨー
グルトとレモン汁を加えて
混ぜ合わせ、器に流し入れ、
冷蔵庫で冷やし固める。
❹［オレンジソース］オレ
ンジジュースを鍋に入れて
火にかけ、半量位になるま
で煮詰める。砂糖と水で溶
いたコンスターチを加えて
とろみがついたら火を止め、
冷ましておく。
❺固まったゼリーを器にあ
け、ソースをかける。

❶ボウルにざるをのせて
キッチンペーパーをひき、
ヨーグルトを入れて冷蔵庫
で1～2時間ほど水切りをす

作り方

ヨーグルト...................400g
牛乳............................100g
砂糖........................大さじ3
  粉ゼラチン....................５ｇ
  水..........................大さじ２
レモン汁..................大さじ１
[オレンジソース]
オレンジジュース.....２００ｍL
砂糖........................大さじ１      
  コンスターチ.........小さじ１
  水..........................大さじ１

材　料（4人分）

●問い合わせ先
　クリーンリサイクル係　☎63－6814

　資源物として回収した新聞・雑誌、ペットボトル等の中に
はさまざまなものが混入しています。異物が入っていると、
原料として再利用する妨げになりますので、取り除いて出し
てください。また、古紙は種類により再生される紙が異なる
ため、紙の種類ごとに出していただくことが大切です。
　リサイクルの推進のため、ごみ・資源物分け方ポスターの
例示や注意事項をご確認いただき、正しい分別にご協力をお
願いします。

◦ノートやカレンダーについている針金
のリング
◦紙ファイルのプラスチックの留め具
◦スケジュール帳などのビニールのカバー
◦郵便物のビニール封筒
◦ダンボールに付いているビニールテー
プやガムテープ、伝票、ボクサー針
◦紙袋の持ち手（紙以外のビニール紐や
布紐など）
◦本に付属しているＣＤやＤＶＤ
◦果物用の緩衝材など（割れないものは
発泡スチロールではありません）
◦ダンボール（波状のもの）と厚紙が分けられていない

資源物の出し方について

No.145
なるほど The ごみ (gomi)

ヘルシーポイント
　ヨーグルトを水切りすることで
生クリームを使わなくてもコクの
あるデザートになります。

　スプレー缶には可燃性ガスが入っており、廃棄の際は注意
が必要です。下記の注意事項を確認し、安全に排出するよう
お願いします。
＜スプレー缶を廃棄するときの注意事項＞
◦製品に記載されている注意書きを確認の上、必ず中身を使
い切ってから穴を開けてください。

◦ガス抜きをするときは、必ず火気のない風通しのよい屋外
で行ってください。

◦缶に穴を開けるときは、ガス抜きが完全に終わってから
行ってください。

スプレー缶の廃棄にはご注意ください

混 入 し て い る 異 物 等 の 例

市報とうみ（2017年 7月）13



ートピックスー　地域の話題

　₅月27日、北御牧中学校音楽ホールで朗読劇「家族草子」（実行
委員会主催）の公演が開催されました。
　この公演は、作詞家の森浩美さんが家族小説を戯曲化したもので、
ギターなどの演奏をバックに、演者が台本を手に舞台上を動き回る
のが特徴です。
　演目は、愛犬とのふれあいを題材にした「シッポの娘」と父と娘
の再会を描く「いちばん新しい思い出」の₂つを上演。森さんは「こ
の舞台を見て家族を振り返るきっかけになればいい」と語りました。
　最後には、森さんが作詞した曲を、北御牧小学校の₆年生が合唱
し、公演を締めくくりました。

　₅月31日、和小学校校長室で上田交通安全協会東御部会和支
会から和小学校へ、交通安全のぼり旗の寄贈式が行われました。
　のぼり旗30枚、ポール20本が寄贈され、ポールは持ち運ぶ際
に、長さを調整できるように配慮されています。
　寄贈にあたり竹内照重和支会長は、「のぼり旗によって安全
安心の地域づくりに役立てればありがたい」とあいさつ。
　のぼり旗は、₆月下旬から下校時の交通安全指導に使用され
るということです。

　₅月30日、祢津地区を巡る「祢津名勝俳句ウォーク」（主催：丸山晩
霞記念館）が開催されました。
　イベントには市内外から25名が参加し、丸山晩霞ゆかりの場所や禰津
煎餅に描かれた景色などを巡り、その光景をヒントに、₁人あたり₂句
を考えていました。
　また、この日は₂月に完成した「祢津ガイドブック」を利用し、育成
講座を修了した案内人が祢津地区を案内。参加者を前に祢津の歴史や文
化を説明し、参加者はガイドブックを見ながら説明を聞いていました。

　₆月₁日、湯の丸高原スキー場第二ゲレンデ駐車場で「湯
の丸高原森林ジョギングコース・トレイルランロード整備工
事」の起工式を行いました。
　工事は、400ｍトラックレーンや800ｍのジョギングコース
など、標高1,730ｍの日本一標高が高いところにあるトラッ
クとして整備され、完成は11月の予定です。
　起工式で花岡市長は、「湯の丸、菅平、高峰を高地トレー
ニングの日本のメッカとして、多くの人に利用してもらえる
ように期待する」とあいさつしました。

家族をテーマに朗読劇
「家族草子」県内で初上演

子どもたちの安全安心のために
交通安全のぼり旗寄贈

祢津の光景で俳句を詠む
祢津名勝俳句ウォーク

スポーツ合宿の中心に
湯の丸高原高地トレーニング施設起工式

▲公演最後に小学生と合唱

▲のぼり旗の寄贈

▲完成予想図

▲案内人の説明を聞く参加者

（2017年 7月）市報とうみ 14
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　₆月18日、梅野記念絵画館で書家の金澤翔子さんの母親、
金澤泰子さんの講演会が行われました。
　講演で泰子さんは、翔子さんの生い立ちや今後の暮らし
に一人で苦しんでいた時に、翔子さん自身はダウン症を悲
しいと思わず、逆に自分が支えられていたことに気付いた
経験を語り、「親ができないと思っても、子どもが頑張っ
てできることもある。親も子どもを信じてほしい」と子ど
もを信じることの大切さを訴えました。

　₆月₉日から、湯の丸高原スキー場の第一ゲレンデ一帯で、
湯の丸高原つつじ祭りが開催されました。
　今年のレンゲツツジの開花状況は、低温の時期が続いたため、
昨年に比べて見頃は₁週間から10日ほど遅い状況となりました。
　18日には、特産品の販売、お楽しみ抽選会や特設ステージで
の演奏などイベントを実施。
　レンゲツツジを見ながら登山を楽しむ一行や夏山リフトに乗
り、つつじ平一帯を散策する家族連れなどたくさんの人でにぎ
わいました。

親が子を信じることの大切さ
金澤泰子さん講演会

70万株の鮮やかな彩り
湯の丸高原つつじ祭り開催

▲リフト周辺のレンゲツツジを楽しむ来場者

▲田中保育園の施設を視察

▲翔子さんの近況を語る泰子さん

　₆月16日、開発途上国を中心とした研修員16名が東御市を
訪れ、市子育て支援施設等を視察しました。
　研修は、総務省自治大学校と JICA（国際協力機構）が
海外で地方自治にかかわる公務員を受け入れ、日本の地方
行政の知識を深め、自国の行政の改善と発展を目的として
います。
　この日は田中保育園へ来訪し、園児たちの遊ぶようすを見
て、子どもたちと交流。その後、中央公民館で市の概要や子
育て支援施策の説明を受け、興味深く耳を傾けていました。

子育て支援施策を参考に
地方自治研修で東御市を視察

訂正とおわび
　市報とうみ６月号（No.158）３頁
および11頁に掲載した内容に文字
の誤りがありました。次のように訂
正しておわび申し上げます。

₃頁	「脱臭対策」の11行目
	 正 捕捉
11頁	 １日のエネルギー消費量の

グラフ　正 消化器など

正

正
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みんなが
主役
とうみっ子フォトニュース

綱引き（滋野小）

玉入れ（滋野小）

女子リレー（北御牧
小）

短距離走（滋野小）

組み立て体操（北御牧小）

　６月３日、滋野小学校と北御牧小学校で運動会が行われました。
　滋野小学校では、今年から運動会の開催を春に変更。保護者や地域の皆さまも児童の一生懸命な姿に
声援を送り、児童たちは、練習の成果を発揮し、元気いっぱい競技に取り組みました。

滋野小学校・北御牧小学校運動会

市 報

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）とさせていただきます。
　なお、問い合わせ先の市外局番（0268）は省略しています。

市のデータ編 集 後 記

　表紙写真は、園児と一緒に山
を登り、撮りました。斜面を登
りながら、体が徐々に重く感じ、
普段の運動不足を嘆いていると、
ふと後ろには私のシャツの裾に
つかまる数人の園児。原因が分
かり、みんなで仲良く登ってい
きました。	（市報担当　長岡）

市内交通事故統計 5月分
平成29年 5月31日現在

当月分 累　計
（注1）

前年比

件 　 数 8件 46件 −18件

傷 　 者 8名 50名 −25名

死者（注2） 00名 0名 −1名

（注1）平成29年１月からの累計
（注2）事故発生後24時間以内の死者数

＝5月の火災・救急件数＝

火災 2件（ 6件）
救急 109件（496件）

※カッコ内は平成29年1月からの累計

とうみの気象記録
（観測地点：東御消防署）

こちら119（東御消防署）人の動き（ 6月１日現在）

平成29年 5月 平成28年 5月

最高気温 32.9℃（21日） 30.5℃（24日）

最低気温 2.0℃（02日） 7.2℃（01日）

平均気温 17.2℃　 17.6℃

降 水 量 78.5㎜ 33.5㎜

※平成27年11月分から新しい観測システムによる
データを掲載しています。

※カッコは前月対比 東御消防署　☎62－ 0119

たき火を実施する際は消防署へ連絡
し、 必ず水バケツなどを用意しましょう。

世帯数
	11,920世帯（＋ 2）
総人口
	 30,485人（− 7）
男	15,053人（＋ 3）
女	15,432人（−10）

転入	 79人
転出	 78人
出生	 18人
死亡	 30人
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エフエムとうみ 78.5MHz

毎週木曜日
◦午後4時～午後4時55分

『市民情報広場』

市政・暮らしの情報を
分かりやすくお伝えします

このコーナーでは
、

保育園や学校で行

われた行事などを

紹介します。

大玉送り（北御牧小）


